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「骨粗鬆症」の予防 ～検査
こ つ そ し よ う し よ う

骨粗鬆症は、体内のカルシウムが溶け出して骨がもろくなる病気です。自覚症状がない

ため、早めに検査をして、ご自身の骨の状態を知っておくことが大切です。また、加齢

とともに骨密度は低くなりますが、定期的に検査をして、急激な変化がないかどうかを

みていくことも大切です。ご自身の骨の状態を知る、骨密度検査について紹介します。

どういう人が検査をうけたらいいの？

１つでも当てはまる方には検査をお勧めします。

□最近身長が縮んだ、背中が丸くなってきた

□些細なことで骨折をした

□運動や外出する機会が少ない

□閉経を迎えた

□お酒やタバコをよくたしなむ

□どちらかといえばやせ型

□立ち上がる時や重い物を持つ時に背中や腰

が痛む 〔骨粗鬆症の予防と治療ガイドラインより〕

※特に閉経後の方には検査を強くお勧めします。

骨密度の検査方法

当院の骨密度検査はＤＥＸＡ法と言われる
デ キ サ

Ｘ線を使ったもので、腕で測定します〔写真〕。

測定中は動か

ないようにして

ていただくだけ

で、息止めは必

要ありませんし、

すぐ終わります。

検査結果の見方（裏面もご覧下さい）

骨密度検査の後、結果用紙をお渡しします

〔裏面に例〕。注目して欲しいのが「ＹＡＭ

値」です。「若年成人の平均骨密度と比較す

ると○○％に相当します」と記されています。

これは、20～44歳の健康な女性の骨密度を

100％として、現在の自分の骨密度が何％で

あるかを示した数値です。この数値が骨粗鬆

症であるかどうかの診断基準になります。

〈ＹＡＭ値による骨粗鬆症の診断基準〉

正 常 ８０％以上

骨量減少 ７０～８０％

骨粗鬆症 ７０％未満

〔骨粗鬆症学会による〕

以前の検査結果との変化も記載されます。

検査を受けるには

まずはかかりつけ医にご相談していただく

か、「とりあえず検査だけ」をご希望の場合

は健康診断として検査を受けてもらうことが

できます。

骨粗鬆症は、早期に発見して治療を始めることが重要です。骨密度の検査をして、必要

があればお薬などの治療を始めていただきます。検査で正常値であれば、できれば半年

に一度の継続的な検査をお勧めします。 〔富田町病院 診療放射線技師 向井浩二〕
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※骨粗鬆症について、20号

で食生活、21号で運動に

ついて取り上げました。
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